
［成果情報名］飼料用米の乾燥調製経費が削減できる玄米乾燥技術 

［要約］インペラ式籾摺り機と循環式乾燥機を組み合せた飼料用米の玄米乾燥技術を体系化

した。本体系では、乾燥調製に係る作業時間、電力消費量、灯油消費量を大幅に削減可能

であるとともに、慣行体系と同等の製品率および飼料成分値が確保できる。 
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［背景・ねらい］ 

 水田を活用しながら食料自給率の維持向上を図るため，飼料用米の生産が推進さ

れ，低コストな栽培体系が提案されている。しかし，収穫物の乾燥調製方法は主食

用米と同様であり，低コストな技術体系とはなっていない。そこで、乾燥調製経費

の削減を目的として，玄米による乾燥調製体系（以下、玄米乾燥体系）を実用規模

の機械を組み合せて構築するとともに，その効果を籾米による乾燥調製体系（以下、

慣行体系）と比較・検討する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．玄米乾燥体系は自脱型コンバインで収穫した生籾をインペラ式籾摺り機を用いて脱ぷ

後、循環式乾燥機で乾燥させる乾燥調製技術である（図１）。  

２．玄米乾燥体系では、張込・排出を含めた乾燥に係る作業時間、電力消費量、灯

油消費量を慣行体系に比べ 50%程度削減できる（表１）。 

３．玄米乾燥体系では、脱ぷによる重量の減少と容積重の向上に伴い，慣行体系に

比べ、乾燥機内の充填率が 39%削減できる（表１）。 

４．玄米乾燥体系では、乾燥と脱ぷ作業を含めた合計の作業時間および電力消費量

が慣行体系に比べ 38%削減されるとともに、最終製品の製品率は両体系で同等と

なる（表１）。 

５．玄米乾燥体系では、灯油代と電気代を合計した動力光熱費が慣行体系に比べ 52%

削減できる（表１）。 

６．玄米乾燥体系では、慣行体系と対比して、籾殻混入率の増加に伴い繊維成分がやや増

加するものの、その他の飼料成分値およびアミノ酸含量は同等となる（表１、表２）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．高水分の生籾をインペラ式籾摺り機で脱ぷすると、処理能力および脱ぷ率が低

下することから、収穫時の籾米水分を主食用米以下に下げてから収穫する。  

２．登熟が不良な生籾を慣行体系と同様の機械設定で脱ぷすると、シイナの選別が不十分

になり、籾殻混入率が増加することがあるため、脱ぷ状況を確認しながら選別強度を

調整する必要がある。  

３．インペラ式籾摺り機への籾米の自動供給には、満量センサーを備えた穀物運搬用コン

テナを用いることが有効である。  

４．玄米乾燥体系では、乾燥終了後の保管形態が玄米となるため、玄米での貯蔵技術の構

築が不可欠である。  

５．玄米乾燥体系では、胚芽欠損粒、胴割粒、肌ずれ粒の発生が多くなるものの、検査規

格上、飼料用米としての取引は可能である。また、外観品質が大幅に低下するため主

食用米とは著しく異なり用途外流通の抑止効果が期待できる。  

 

 




